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ミの哺観、■の4'』 になると、ねIJえ なに爛けて.決 靖
各ムザムは人れがなてだの7tt、 これでム警りのハシ

ゴttた かいりヽら ,た 。

att t島 く、ζ月麗林の歳
う行κ″πtヨ 1ヽ義な気がでる。
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イフた。
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た連くの人々をながめて、

1亀 ＼れれば夕がて暮くなつてきて、 そ(て 、L
んな7ソ 磐■1均ぃっき7St tい 3れ だいよ」ヒ言う
言ネが仏治めて、3ο 夕だ 0子 ょヒr」 った。
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ボ多バt択 通な滑峰ゲ素1の たの口、上部だけ4欧
烈、だ日●`t に13至 れて、ζが藝 lヽの だんのつて、久
キー■ロイのにrJ、 ハ書、へ含付愛のなだ かヽな斜
面|■ ムた時だ、正直駄ッ」と(た 。
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来多バ膊′年の議だζの少/」 ll躊 7・・も、えがれてい
3浅だれはなく、斜無斜衝ヒt、 中絶え■lel胡 が資1す
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尚、月、さだア 9・ レに、11く っり
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飲合 ,た の■ムかり3

時はその、キ,l■舜な1ら ゅ甲ざめら。
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